
この度は弊社製品をお買い求めいただきましてありがとうございます。ご使用の前に本書(取扱説明書)をよく読み、製品を安全にお使いください。
※この取扱説明書については、予告なしに変更することがあります。
※製品改良のため、予告なく外観または仕様の一部を変更することがあります。
※掲載されている写真やイラストは全てイメージです。
※記載されている商品名及び社名は各社の商標または登録商標です。

はじめに

※作業を行う際は、車両を水平にした状態で行なってください。
※使用前や使用後、悪路走行後は各部のボルトを確認し、必要であれば増締めしてください。

取り付け方法 使用方法

①6つの保持器具のノブナットを緩め、保持器具を分解します。

取扱説明書

警 告 この表示は、取り扱いを誤った場合、「死亡または重傷を負う可能性が想定される」内容です。

安全上の注意

この表示は、取り扱いを誤った場合、「傷害を負う可能性が想定される場合及び物的損害の発生が想定される」内容です。

安全にご使用いただくために
●本製品の取り付けは正しく行い、走行前に本製品が確実に取り付けされていることを確認してください。取り付けが不完全なままご使用になりま
　すと脱落等による事故の原因になります。
●運転に支障がないように取り付けてください。交通事故や本製品の破損の原因になります。
●下記の警告・注意をお読みの上、正しくご使用ください。警告・注意に従われない場合など、誤ったご使用をされた際の事故、故障、破損などにつき
　ましては、当社では一切その責任、保証は負いかねます。

注 意

③２本のサイドバーをキャップのついていない方をジョイントで繋ぎ、
　連結します。

②受け金具A・Bを下図のように車体ネジ穴に取り付けます。　　
　取り付けの際はプラスドライバーをご使用ください。
　アシストグリップの２つの車体ネジ穴のうち、前席側の車体ネ
　ジ穴には、穴隠し用のワッシャーと皿ネジを取り付けてくださ
　い。
※皿ネジはしっかりと締めてください。

本製品の構成と名称セット内容

開封と内容物の確認
●開封後、下記の「セット内容」を参考に内容物の確認をお願いします。

サイドバー×4
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保持金具B×４

受け金具A

受け金具A

受け金具A

受け金具A

受け金具B

受け金具B

受け金具B

受け金具B

●別売りのハンガーバー（品番IMP326)を取り付けることで、脚立やサーフボードなど長物の積み込みも可能になります。

道具の準備

取り付け箇所の確認

●取り付けに必要な下記の道具をご準備ください。
○プラスドライバー　○マイナスドライバー　○内張りはがし　○レンチ

●取り付け位置を確認し、取り付け位置周辺の環境を確認してください。

●セカンドシート上のアシストグリップの車体後方側ネジ穴とCピラーより後方窓側のユーティリティナット（6個あるうちの両端）を使用し取りつ
　けます。両側それぞれ３ヶ所に保持器具を取り付けます。

取り付け前準備

ノブナット

ノブナット

ノブナット

ノブナット

皿ネジ（M6)

皿ネジ（M6)

車体ネジ穴
ワッシャー

ワッシャー 車体ネジ穴

保持金具A サイドバー

保持金具A 保持金具B

保持金具B

完成形完成形 動画でも取り付け方法をご紹介しています。
QRコードからご確認ください。

長さ：100cm

アシストグリップアシストグリップ

内張りクリップ内張りクリップ
車体ネジ穴車体ネジ穴

CピラーCピラー

取り付け前取り付け前 取り付け後取り付け後

アシストグリップ・内張りクリップ取り外し前アシストグリップ・内張りクリップ取り外し前 アシストグリップ・内張りクリップ取り外し後アシストグリップ・内張りクリップ取り外し後

車両後方側車両後方側車両前方側車両前方側

コインコイン

内張りクリップ内張りクリップ 取り外す取り外す

※ここは取り外さないでください※ここは取り外さないでください

車両後方側車両後方側車両前方側車両前方側

サイドバー

※サイドバーには一本につき
　ひとつのキャップがついて
　います。

六角ボルト（M6)

六角ボルト（M6)

カバー金具

カバー金具

キャップ

バー

※ここは取り取り付けないでください。※ここは取り取り付けないでください。

穴隠し用ワッシャー
+皿ネジ
穴隠し用ワッシャー
+皿ネジ

保持金具A 保持金具B
ノブナット

連結部
受け金具B

【アシストグリップの取り外し】
●アシストグリップのカバーをマイナスドライバー等の先の細いものを使用して開けてください。(写真1)
●カバー内部にある純正ネジをレンチを使用し取り外してください。(写真2～3)
※アシストグリップの取り外し方がわからない場合は車を購入したディーラーに相談してください。
※アシストグリップの使用はできなくなります。
※取り外したアシストグリップと純正ネジは紛失しないように大切に保管してください。

【内張りクリップの取り外し】
●内張りクリップ中央の窪みに10円玉等のコインを当て、回しながら外してください。(写真4～5)
●取り外す箇所はCピラーより後方窓側の6個の内張りクリップのうち、両端の内張りクリップです。
※他の内張りクリップは外さないでください。（写真6）
※取り外した内張りクリップは無くさないよう大切に保管してください。

アシストグリップ・内張りクリップの取り外し

車体ネジ穴

IMP326
ハンガーバーL（別売り）

●本製品は日産・キャラバン・バン・プレミアムGX(E26系/ロングボディ/標準幅/標準ルーフ)専用品です。その他車種には取り付けないでください。
●指定の取り付け場所以外には取り付けないで下さい。

●本製品取付けの際は必ず各部品が固定されているのを確認してください。固定が不十分だと、落下や破損の危険性があります。
●本製品を使用するときは毎回点検を行い、構造部材の変形や破損、異常がないか確認してからご使用ください。
※異常を感じたときは使用しないでください。破損や事故、怪我の原因となります。
●本製品を取付け・使用の際、車両側に使用前との変化が生じた場合の故障、損害（破損・キズ・変色・跡等）は当社では責任、補償を負いかねます。
●走行中はサイドバーにしっかり固定できないものは吊るさないでください。急ブレーキや加速で吊るした物が揺れたり落下すると大変危険です。
●取り付け作業時の車両へのキズ防止の為、必要に応じてマスキングをしてから作業を行ってください。
●本製品に無理な力や衝撃を与えないでください。本製品や車両側が破損する場合があります。
●本製品はアシストグリップとしてはご使用できません。
●本製品の左右に片寄った荷重をかけないでください。車両側が変形・破損する場合がありますのでご注意ください。
●金属部の錆の原因となりますので、濡れたり水気を帯びた場合は、そのまま放置せずに拭き取って乾燥させてください。

●本製品は日産・キャラバン・バン・プレミアムGX(E26系/ロングボディ/標準幅/標準ルーフ)専用品です。
●本製品はネジ取り付け仕様のサイドバーで、車内の加工無しでご使用いただけます。
●本製品は車種専用ですが、製品や車体の個体差により、多少がたつきが発生する場合があります。
●本製品を取り付けた場合、車内装に取り付け跡が残る場合があります。あらかじめご了承ください。

カバーカバー

写真1写真1 写真2写真2 写真3写真3

写真4写真4 写真5写真5 写真6写真6

純正ネジ純正ネジ

六角ボルト（M6)

六角ボルト（M6)

六角ボルト（M6)

六角ボルト（M6)

受け金具B

受け金具B

受け金具A

④②で車体に取り付けた受け金具A・Bに連結したサイドバーを乗せます。

※サイドバーの連結部が中央の受け
　金具Bの中心に来るようにしてくだ
　さい。

ノブナット

④サイドバーを乗せた受け金具A・Bの上にカバー金具をそれぞれ組み
　合わせて乗せ、下図のように六角ボルトとノブナットを閉めてサイ
　ドバーを固定し完成です。
※緩みがないようしっかり締めてください。

車体ネジ穴

ワッシャー皿ネジ（M6)

●耐荷重は片側約6キロ(前側3キロ+後側3キロ)です。積載時に十分安全を確認してお使いください。
●急ブレーキ・急発進時、万一の追突時に積載物が動いてしまう可能性があります。そのため必ず市販の組みひもやゴムチューブでしっかり固定、
　またはルーフトップネット等をご使用の場合はしっかりネットをサイドバーに固定の上、ピンと張ってお使いください。
●サイドエアバッグ装着車には正常稼動、安全性未確認のため、使用をお控えいただくかご留意の上お使いください。

使用上の注意

＜受け金具A＞

＜受け金具B＞

＜ネジ穴隠し＞

3個の受け金具が水平になるように
取り付けてください。
3個の受け金具が水平になるように
取り付けてください。

ジョイント×2

カバー金具

アシストグリップの
車体後方側ネジ穴
アシストグリップの
車体後方側ネジ穴

ハンガーバーを取り付けて使用する場合

受付時間/AM10:00～PM5:30月曜日～金曜日（祝日休業）
〒273-0016　千葉県船橋市潮見町6－1

0570（039）710

本製品に関するお問い合わせは 

□ 新製品
□ 台紙修正/変更
□ 仕入れ先変更（変更前：　　　　　　　　）

サンプル
□有り（　　　　　　）
□無し

完成品仕入れ先/

P K G文字校正 東莞遠埼電子科技有限公司
✔


